
 

活動団体紹介カード 

 団 体 名  宮崎「橋の日」実行委員会 

 事 務 所 
 〒880-0212 

  宮崎市佐土原町下那珂２５７４－６ 

 代 表 者   会長：大田原 宣治、事務局長：鶴羽 浩 

HPアドレス    www.hashinohi.jp/ 

構 成 員 数   約５０名 

活 動 種 別 
 景観の保全・創出 ○ 景観の活用 

〇 担い手の育成 〇 その他美しい宮崎づくり 

活 動 内 容 

【これまでの主な活動内容】 

1986「橋の日」を提唱。延岡市にて第 1回橋の日イベントを実施。 

1987宮崎市にて、第 1回橋の日イベントを開催（以後、現在まで継続）。 

1988宮崎橋の日実行委員会発足。大淀川へ魚の放流（以後 19年間実施）。 

1989第１回橋の写真展を実施。 

1990橋の日新聞発行第１号（以後 7年間発行）。第 2回橋の写真展。 

1991橋の日の歌完成。 

1992橋の日の歌贈呈（宮崎市）。第 3回橋の写真展。 

1993橋の日シンボルマーク公募。決定。 

1994橘橋にまつわる短歌 長塚節翁「朝まだき」作曲発表。 

橋上や市役所前の庭にて音楽会実施（以後 8年間実施）。 

1995日本記念日協会より「橋の日」認定。 

1996十周年記念誌発行、記念行事としてパネル展を実施。 

小さな親切運動本部から、清掃活動に対して表彰受賞。 

1997記念講演会「橘橋と宮崎の街づくり」実施。 

1998橘橋の 100年展と福島邦成パネル展実施。 

1999ホームページ開設 

2000橋の日全国アンケート（以後 3年間実施）5,000余りの回答。 

2001宮崎県内の石橋ポスター製作。県内の小中高へ配付。 

2002橋の日記念作文募集。発表。 

2003宮崎の橋「101選」2003ポスター製作。県内の小中高へ配付。 

2004石橋見学ツアーの実施（以後 8年連続）。 

2006活動 20周年記念イベント「橋の日サミット inみやざき 2006」開催。 

活動 20周年写真・資料展開催。 

2007天満橋開通イベント協力。活動 20周年記念誌を発行。 

2008「フラワーブリッジ in橘橋（道守みやざき会議と共働企画）」実施。 

2009イオンショッピングセンターにて「橋の日」パネル展。規約改定。 

2010映画「パッテンライ」上映会実施。 

2011活動 25周年記念「橋の日シンポジウム」開催。 

宮崎県と協働で「てげ、いっちゃがみやざきの橋」ポスター製作。 

初代橘橋を架けた福島邦成邸「さよなら見学会」を実施。 

2012橘橋「打ち水大作戦」の実施（以後 2年実施）。 

「福島邦成と橘橋」紙芝居制作。 



地域のお宝再発見ツアー実施（以後 4年連続）。 

2013橘橋「橋みがき」開催。以後、現在まで継続。 

2014「とんところ地震」紙芝居と DVDを宮崎県と協働にて制作。 

宮崎県教育委員会を通じ県内全小学校 230校へ寄贈。 

2015「橋の日」が全国 47都道府県で実施達成。 

日本記念日協会「記念日文化功労賞」を受賞。 

道路清掃活動に対して、公益財団法人日本道路協会より表彰状受賞。 

2017"宮崎県「明日のみやざきづくり表彰」受賞。 

”「橋の日」見学ツアーin相生橋”を実施。" 

 

団 体 

PR メッセージ 

８月４日「橋の日」は宮崎発祥の記念日（日本記念日協会認定）です。

県内外の各地で様々なイベントが開催されていますが、宮崎「橋の日」実

行委員会では、これまで全国への情報発信及び活動支援等を中心となって

行ってまいりました。 

橋には、その地域の歴史を物語るロマンがあり、幼い日の懐かしい思い

出があります。入道雲そびえる夏のこの日に、日頃何気なく利用している

橋とのふれあいを通じて橋の役割を再認識し、更に郷土愛を深める・・・

参加者にとって、そんな日となることを夢見て“楽しく“活動していま

す。 

 

毎年８月４日には、宮崎市の橘橋（宮崎市役所付近）において「橋の

日」イベントを開催しています。活動も３０年を超え、ますます元気に活

動しています。 

 

■平成３０年度のイベントの例■ 

・「橋の日」式典 

（橋への感謝をこめて献花、記念撮影） 

・橋みがき（橘橋高欄（手すり）の拭き上げ） 

（地元の高校生含む約１５０名が参加） 

・点字ブロックの清掃 

（協力：宮崎県鋼橋コンクリート構造物塗装協同組合） 

 

連 

 
絡 
 

先 

担当者  鬼束 健司 

TEL/FAX  TEL:0985-26-7179（宮崎県 管理課内） FAX：26-7313 

E-mail 非公表 

 





 


